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🌸　今年も繁多川公民館をよろしくお願いいたします！　🌸
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 弥生３月。寒暖の差が激しいこの頃ですが、春の訪れはもうすぐそこまで！ 
 公民館広場／識名宮の桜も満開で見ごろを迎えています。 
  ！！今年は酉年、皆様にとって羽ばたき躍進できる年になりますように！！ 

 「松川共同住宅 移動販売」 
 ～課題から活性へ～、 

 松川共同住宅近くには、日用品を購入できるスーパーの様な販売店が無く、

車や徒歩で２０分程かけ買い物をするといった状況がありました。車を運転で

きない高齢の方だと、重い荷物を持っての移動は非常に困難になります。「買

い物難民」と呼ばれるこのような方々への対策の1つとして、松川共同住宅自
治会、地域包括支援センター松川、繁多川公民館の協働により松川共同住宅駐

車場にて、毎週水曜日１２時より移動販売が行われるようになりました！ 
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新春おしるこ 
ふるまい会 

 1月4日（水）、繁多川公民館２Ｆにて「新春お
しるこふるまい会」が開催されました。例年ではも

ちつき会になりますが、那覇市より「感染性胃腸

炎」の警報が発令されたのを受け「おしるこふるま

い会」に変更し熱々のおしるこを提供しました。沢

山の来場者が舌鼓を打ち、真和志高校野球部による

応援演舞もあり盛況のうちに会を終えました。 

      水曜日の１２時、続々と松川共同住宅駐車場に集まってくる移 
    動販売車両！曙からは【かまぼこ】、泊ゆいまちからは【魚】、 
    浦添から【野菜】、南風原からは【卵】、近隣から【パン】【瑞慶

覧食品の豆腐】【ヤクルト】が店開き！それと同時に集まるお客さん。この

日は５０人程のお客さんが集まった。 
 お客さんに聞いてみた。「お魚とか、野菜が新鮮で助かるさ～。」「遠く 
まで歩くのが大変で・・・」。とても重宝されているのを感じた。販売店に 
も取材をしてみると「正直採算は厳しい。しかし、地域の皆様の為になれば 
良いと頑張っている。沢山来客いただけたら我々も助かります。」と地域貢 
献、販売維持のバランスの難しさが伝わってきた。 
 最後に松川共同住宅自治会祖慶会長から「まずは沢山の皆様に知って頂き 
来客いただきたい。それにより、販売の継続と更なる種類の商品販売に繋が 
ると思う。そこから百金食堂等、地域住民に更なる還元が可能になる」とい 
う言葉があった。 
 近年大型スーパーが主流になってきている中、「買い物難民」を救う取組

は益々必要になるだろう。そこから地域と企業の新しい繋がりも見えてくる

のかもしれない。（取材：西平博人） 

あちこーこー豆腐 

沢山のご来客 
お待ちしてますニャ! 



平成２９年３月１日発行　第４５号

　

 繁多川自治会がインターネットから自治会活 
動を発信できるＦＡＣＥＢＯＯＫページを始め 
ました！ 
 若い人や、県外の人に簡単に自治会活動や地 
域のコアな情報を知る事ができるようになり、 
地域参加の輪づくりに一役買いそう！是非 
チェックし、よかったら「いいね！」して下さ 
いね！ 

 識名小学校向かいでいつも生徒児童 
を見守ってきた「波平文房具店」が、 
５７年の歴史に幕を閉じる事になりま 
した。地域の皆様に愛され、閉店を惜 
しむ声が多く、小学生の頃お世話に 
なったという識名小学校出身のK・O 
さん(４０)は、「忘れ物があるとすぐ 
に駆け込んだ。それだけ品揃えが豊富 
ですごくお世話になりました。」と当時の思い出を語っていました。  
 これからもこの場所は子どもたちを見守っていく拠点になる予定。波平文房

具店の役割と思いはこれからも引き継がれていきます。 
 

クーラー／座卓／扇風機／掛け時計／靴箱／事務机／椅子／絵本等 

  識名小学校区 
子どもの居場所支援 
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「あたいぐゎ～プロジェクト」情報 

あたいぐゎ―プロジェクト 
久高 将一 会長 

 
いいね！  
繁多川自治会 

ＦＡＣＥＢＯＯＫページ 
スタート！ 

  那覇市上間小学校区で学校関係者や自治
会、民生委員児童委員、福祉企業、沖縄大

学教授などが顔を合わせ子どもの居場所に

ついて会合を開きました。民生委員から公

民館に相談があったのがきっかけで、放課

後の居場所事業が動き出しています。既に

動いている方々、何ができるか模索してい

る方々との議論の場が持てるのも公民館ら

しさです。 
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繁多川公民館今後の予定 

高齢者学級『がんじゅうカレッジ』 

・３／１１（土）   １０：００～１１：００ 

 【鍾乳洞の成り立ちと真和志・首里】講師：新垣義夫 氏 
 

            １１：００～１１：３０ 

【うちなー噺】北山亭メンソーレ 氏 
 

               １１：３０～１２：００ 

【健康体操】地域包括支援センター繁多川 
 

場所：那覇市繁多川公民館 ３階ホール 

共催：真和志地区老人クラブ連合会 

協力：地域包括支援センター繁多川 

 識名小、真地小、上間小にて「あたいぐゎープロ

ジェクト」による在来大豆青ヒグの栽培・収穫・脱

穀・豆腐づくりが行われました。豆腐づくりでは、す

ぐりむん（地域ボランティア講師）から、豆腐の歴史、

作業の手順を学び、一つ一つの作業に汗をかいていま

した。在来大豆青ヒグ入りの手作りで作る豆腐の味は

『イッペーマーサン！！』 
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 繁多川公民館がコーディネートし、地域の企業と地 

元の中学校を繋げ、生徒達に地域の方々の色々なお仕事を伝え 
る「お仕事先生」が寄宮中学校にて行われました。 
 １６企業が講師として関わり、生徒からは「色んな職業の話 
が聞け勉強になった」「将来の進路の参考にしたい」「学校で 
は学べないお話が楽しかった」「こんな職業があるとは知らな 
かった」など、日頃触れ合う事の少ない地域の先輩方からのお 
話に寄宮中学校の生徒達は真剣に耳を傾けていました。 
 この取り組みは、これからも繁多川公民館が継続していく予 
定で「地域の子どもは地域で育てる教育」の一貫として定着し 
ていきそうです。 

豆腐づくりに汗を流す子どもたち 

豆腐ふふ
ふふっ! 


